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〔研究ノート〕

短期大学女子学生の心配

Worries of female junior college students

柴　田　雄　企
Shibata Yuki

ABSTRACT
　This study investigated the worries of female junior college students. Participants were 
53 female junior college students. They answered the Japanese version of the Penn State 
Worry Questionnaire (PSWQ) and the Japanese version of the Worry Domain Questionnaire 
(WDQ). As a result, it was found that female junior college students tend to worry about 
failing, being late, having no confidence, not being able to get a good job and not being in 
time for deadlines.

Key words: worry, Penn State Worry Questionnaire, Worry Domain Questionnaire, 
female junior college students

目　　的

　心配は、DSM-Ⅲ-R（精神疾患の分類と診断の手引第３版改訂版；American Psychiatric 
Association, 1987）の全般性不安障害の診断基準において主症状として規定され、注目さ
れるようになった。
　不安は認知、行動、生理という３つの成分からなるが（Lang, 1971）、心配はそのうちの
認知的成分であるとされている。
　心配には日常的に誰もが経験するレベルから、DSM-Ⅴ（DSM-5精神疾患の診断・統
計マニュアル；American Psychiatric Association, 2013）における全般不安症/全般性不
安障害（Generalized Anxiety Disorder）のように、心配を制御することが難しくなり、
日常生活に支障をきたすレベルまである。全般不安症と病的ではない不安の鑑別特徴とし
ては、心理社会的機能に意味のある障害があるか、心配の広範さ、顕著さ、持続時間、身
体症状を伴うか等があげられている（American Psychiatric Association, 2013）。
　心配には、能動的側面（問題解決志向性）と受動的側面（制御困難性）がある。杉浦
（1999）は、問題解決志向性は制御困難性を抑制する効果とともに、問題が解決されな
いという認知的評価（未解決感）を強めることを通じて制御困難性を促進する効果も持つ
ことを見出した。
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　また、心配に関するメタ認知的信念（心配の機能や性質について、どのように捉えてい
るかをテーマとする信念）についても研究が行われてきている。心配に関するメタ認知的
信念が、心配に対する評価を促進し、その心配内容に多くの注意資源を要させることで心
配を維持させることが報告されている（Cartwright-Hatton & Wells, 1997）。また、ネガ
ティブなメタ認知的信念は、認知的覚醒を媒介し、入眠困難と関連していることを示した
報告もある（原ら，2020）。
　本研究では、短期大学女子学生の心配の程度と心配の内容についての基礎資料を得るた
め、Penn State Worry Questionnaire日本語版と日本語版Worry Domain Questionnaire
（大学生用）を用いて、質問紙調査を行うことにした。

方　　法

　短期大学生を対象に授業時間の一部を利用して、質問紙を集団実施した。第１回目の調
査は2011年５月に行った。第２回目の調査は2011年７月に実施した。第１回目の調査に
ついては、回答に不備のあるものを除き、女子学生53名を分析対象とした。平均年齢は
19.08歳（18歳～22歳）であった。対象者は専門科目「臨床心理学」の2011年度の受講学
生であり、授業の中の１コマで心配について受講している者である。
　第１回目と第２回目の比較については、マッチングができ、回答に不備のなかった24名
を分析対象とした。第１回目と第２回目の質問紙の内容は共通であり、以下の通りであ
る。
（1）基本属性：年齢、性別。
（2）Penn State Worry Questionnaire日本語版（以下、PSWQ）
　PSWQは心配の程度を測定できる自己評定式尺度である。本岡ら（2009）による日本
語版を用いた。５件法で使用した（「全く当てはまらない（1）」、「めったに当てはまらな
い（2）」、「少し当てはまる（3）」、「しばしば当てはまる（4）」、「非常に当てはまる（5）」）。
16項目から成り、得点が高いほど心配の程度が強いと解釈される。
（3）日本語版Worry Domain Questionnaire（大学生用）（以下、WDQ）
　Tallisら（1992）が作成したWorry Domain Questionnaireの、鈴木（2004）による日本
語版を用いた。WDQは非病理的な心配の程度を測定するとされている。関係、自信の欠
如、未来への目的の無さ、仕事への不適応、生計の５つの下位尺度から成る。各５項目、
計25項目から構成される。回答は５段階評定（「全く心配しない（0）」、「めったに心配し
ない（1）」、「少し心配する（2）」、「しばしば心配する（3）」、「非常に心配する（4）」）で
求めた。各下位尺度の得点は０点から20点の範囲に分布する。得点が高いほど心配の程度
が強いと解釈される。

結　　果

　尺度の信頼性について確認するため、同様の調査を２回実施した。まず、第１回目の調
査結果について報告し、次に第１回調査と第２回調査を比較した結果を報告する。
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１．第１回調査の結果
（1）PSWQの結果
　PSWQの結果を表１に示した。*がついている項目は逆転項目であり、表中の平均値は
逆転後の数値である。本研究の対象者のPSWQの合計の平均値は52.74であった。

表１　PSWQの結果（n=53）

項目 平均値 SD

私はもしすべてを行う十分な時間がなければ、そのことについて心配し

ない*
3.19 1.13

私は自分の心配事で押しつぶされそうだ 3.43 1.08

私は何事にも心配しないほうである* 3.79 1.01

私を心配させる状況がたくさんある 3.55 0.93

私は心配すべきではないとわかっているが、どうしても心配してしまう 3.32 1.05

私はプレッシャーを感じると、とても心配になる 3.96 0.88

私はいつも何かを心配している 3.00 1.13

私にとっては心配事を一掃することは簡単だと思う* 3.75 0.85

私はひとつのことを終えるとすぐにほかにしなければならないことすべ

てについて気にしはじめる
3.04 1.13

私は何事についても心配しない* 4.13 0.86

私は心配事についてどうしようもないときは、それ以上に心配しない* 3.04 0.98

私は生まれてこのかた、ずっと心配性だった 2.92 1.05

私はずっと何か心配事を抱えてきたことに気づいた 2.62 0.97

私はいったん、心配しはじめたら止まらない 3.15 0.99

私はいつも何かを心配している 2.79 0.99

私は計画したことがすべて終わるまで心配である 3.04 1.02

合計 52.74 10.47

（2）WDQの結果
　WDQの下位尺度ごとの結果を表２に、項目ごとの結果を表３に示した。

表２　WDQの下位尺度の平均値（n=53）

下位尺度 平均値 SD

関係 10.08 4.16

自信の欠如 11.21 4.01

未来への目的のなさ 11.57 3.47

仕事への不適応 12.77 3.67

生計 10.15 3.95
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２．第１回調査と第２回調査の結果比較
　第１回調査と第２回調査の比較については、マッチングができ、回答に不備のなかった
24名を分析対象とした。

表３　WDQの各項目の平均値（n=53）

項目 平均値 SD

関
係

 1．親しい友達を失うかもしれないこと 2.21 1.39

 6．異性に魅力的に思われないこと 1.85 0.93

11．家族が私を怒ったり私のすることを認めないかもしれないこ

と
2.00 1.13

16．人と安定した関係を維持するのが難しいこと 2.45 1.17

21．愛されていないこと 1.57 1.22

自
信
の
欠
如

 2．自分の意見を表したり主張したりできないこと 2.09 1.13

 7．人に認められないかもしれないこと 2.57 1.17

12．自信がないこと 2.62 1.06

17．まぬけに思われるようなことをしてしまうかもしれないこと 1.81 1.11

22．なんとなく安心できないということ 2.11 1.07

未
来
の
目
標
の
な
さ

 3．大きな目標を決して達成できないだろうこと 2.49 1.07

 8．これまであまり目標を達成できなかったこと 2.21 1.04

13．出世がうまくいかない（いい仕事につけない）こと 2.75 1.19

18．人生に目的がないこと 2.00 1.04

23．集中力がないということ 2.11 0.99

仕
事
へ
の
不
適
応

 4．仕事の約束（先生との約束やアルバイトなど）の時間に遅れ

るかもしれないこと
2.66 1.11

 9．仕事（宿題やレポートなど）がまだ終わってないこと 2.72 0.91

14．仕事（授業やアルバイトなど）で失敗してしまうこと 2.83 0.96

19．仕事（勉強やアルバイト）を十分にしていないこと 2.17 1.00

24．与えられた仕事（レポートなど）を着実にこなせないかもし

れないこと
2.40 1.08

生
計

 5．お金が足りなくなってしまうかもしれないこと 2.57 1.12

10．必要と思われるものに支払うお金の余裕が無いこと 2.58 1.05

15．お金が足りないため、休日に十分に遊んだり旅行に行ったり

できないこと
1.62 0.99

20．生活水準（生活環境等）がよくないこと 1.60 1.03

25．生活費に関わる請求（家賃、光熱費、通信費など）や買い物

の請求を支払いきれないこと
1.77 1.30
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（1）PSWQの結果
　PSWQの項目ごとに比較した結果を表４に示した。項目２「私は自分の心配事で押しつ
ぶされそうだ」（t（23）=2.60, p<.05）と項目３「私は何事にも心配しないほうである」
（t（23）=2.63, p<.05）において有意差がみられ、第２回（７月）の方が第１回（５月）
より低かった。

表４　第１回（５月）と第２回（７月）のPSWQの比較（n=24）

項目 第１回 t値 第２回

１ 私はもしすべてを行う十分な時間がなければ、そのこと

について心配しない（逆）
3.29 n.s. 3.33

２ 私は自分の心配事で押しつぶされそうだ 3.54 2.60* 3.00

３ 私は何事にも心配しないほうである（逆） 4.04 2.63* 3.63

４ 私を心配させる状況がたくさんある 3.63 n.s. 3.38

５ 私は心配すべきではないとわかっているが、どうしても

心配してしまう
3.46 n.s. 3.21

６ 私はプレッシャーを感じると、とても心配になる 3.96 n.s. 3.63

７ 私はいつも何かを心配している 3.13 n.s. 3.17

８ 私にとっては心配事を一掃することは簡単だと思う（逆） 3.92 n.s. 3.88

９ 私はひとつのことを終えるとすぐにほかにしなければな

らないことすべてについて気にしはじめる
3.42 n.s. 3.17

10 私は何事についても心配しない（逆） 4.17 n.s. 4.21

11 私は心配事についてどうしようもないときは、それ以上

に心配しない（逆）
3.00 n.s. 3.13

12 私は生まれてこのかた、ずっと心配性だった 2.79 n.s. 2.92

13 私はずっと何か心配事を抱えてきたことに気づいた 2.79 n.s. 2.88

14 私はいったん、心配しはじめたら止まらない 3.13 n.s. 3.00

15 私はいつも何かを心配している 3.08 n.s. 3.04

16 私は計画したことがすべて終わるまで心配である 3.25 n.s. 3.21

合計 54.58 n.s. 52.75

* p<.05

（2）WDQの結果
　WDQの下位尺度ごとに比較した結果を表５に、項目ごとに比較した結果を表６に示した。
　下位尺度では、「関係」（t（23）=3.02, p<.01）と「自信の欠如」（t（23）=3.63, p<.01）
において有意差がみられ、第２回（７月）の方が第１回（５月）より低かった。
　項目ごとの結果では、「自信の欠如」の「人に認められないかもしれないこと」（t（23）
=3.00, p<.01）と「自信がないこと」（t（23）=3.72, p<.01）、および「未来の目的のなさ」
の「出世がうまくいかない（いい仕事につけない）こと」（t（23）=2.39, p<.05）で有意
差がみられ、いずれも第２回（７月）の方が第１回（５月）より低かった。
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表５　第１回（５月）と第２回（７月）のWDQの下位尺度の比較（n=24）

因子 第１回 t値 第２回

関係 10.88 3.02** 9.58

自信の欠如 11.79 3.63** 10.04

未来への目的のなさ 11.88 n.s. 11.04

仕事への不適応 13.33 n.s. 12.38

生計 10.67 n.s. 10.04

** p<.01

表６　第１回（５月）と第２回（７月）のWDQの各項目の比較（n=24）

項目 第１回 t値 第２回

関
係

 1．親しい友達を失うかもしれないこと 2.46 n.s. 2.17

 6．異性に魅力的に思われないこと 1.92 n.s. 1.75

11．家族が私を怒ったり私のすることを認めないかもしれ
ないこと

2.21 n.s. 1.88

16．人と安定した関係を維持するのが難しいこと 2.71 1.78+ 2.38

21．愛されていないこと 1.58 n.s. 1.42

自
信
の
欠
如

 2．自分の意見を表したり主張したりできないこと 2.29 n.s. 2.25

 7．人に認められないかもしれないこと 2.83 3.00** 2.29

12．自信がないこと 2.67 3.72** 2.04

17．まぬけに思われるようなことをしてしまうかもしれな
いこと

1.71 n.s. 1.46

22．なんとなく安心できないということ 2.29 n.s. 2.00

未
来
の
目
標
の
な
さ

 3．大きな目標を決して達成できないだろうこと 2.54 n.s. 2.46

 8．これまであまり目標を達成できなかったこと 2.21 n.s. 2.04

13．出世がうまくいかない（いい仕事につけない）こと 2.96 2.39* 2.33

18．人生に目的がないこと 2.00 n.s. 1.96

23．集中力がないということ 2.17 n.s. 2.25

仕
事
へ
の
不
適
応

 4．仕事の約束（先生との約束やアルバイトなど）の時間
に遅れるかもしれないこと

2.83 n.s. 2.71

 9．仕事（宿題やレポートなど）がまだ終わってないこと 2.79 n.s. 2.63

14．仕事（授業やアルバイトなど）で失敗してしまうこと 2.92 n.s. 2.54

19．仕事（勉強やアルバイト）を十分にしていないこと 2.38 n.s. 2.08

24．与えられた仕事（レポートなど）を着実にこなせない
かもしれないこと

2.42 n.s. 2.42

生
計

 5．お金が足りなくなってしまうかもしれないこと 2.67 n.s. 2.42

10．必要と思われるものに支払うお金の余裕が無いこと 2.71 1.99+ 2.33

15．お金が足りないため、休日に十分に遊んだり旅行に
行ったりできないこと

1.83 n.s. 1.88

20．生活水準（生活環境等）がよくないこと 1.71 n.s. 1.67

25．生活費に関わる請求（家賃、光熱費、通信費など）や
買い物の請求を支払いきれないこと

1.75 n.s. 1.75

** p<.01, * p<.05, + p<.10
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考　　察

１．第１回調査の結果
（1）PSWQの結果
　本研究の対象者のPSWQの合計の平均値は52.74であった（表１）。本岡ら（2009）では、
大学生、専門学校生、社会人の平均値が男性43.80、女性47.80であった。また、健常者群
の平均値が43.42であり、不安障害者群の平均値が51.67であったことから、臨床患者群と
健常者群の弁別に、PSWQ日本語版が有用であると述べている。しかし、本研究の対象者
の平均値は本岡ら（2009）の臨床患者群と同程度であった。これは本研究の対象者の多
くが第１回調査の時点（５月）でおそらく就職活動中であったためではないかと考えられ
る。就職活動のストレスについては、男子学生より女子学生が大きなストレスを受けてい
ることや、短期大学生の就職活動の満足感が低いことが示唆されている（梅澤，2000）。
　短期大学女子学生の心配の程度が非常に高く、本岡ら（2009）の報告にあった、臨床
群と同程度であることが示唆された。2011年度はリーマンショックと東日本大震災の影
響もあり、就職超氷河期と言われている代であることが、この結果に関係していると考え
られる。他の年度でも調査を実施し、再度、検討することが必要であると考えられる。

（2）WDQの結果
　大学生を対象に調査した、鈴木（2004）では、WDQの結果は「関係」が9.6、「自信の
欠如」が9.0、「未来への目的の無さ」が8.7、「仕事への不適応」が11.8、「生計」が9.5で
あった。本研究の対象者は、いずれの下位尺度においても、鈴木（2004）の結果より値
が高かった（表２）。このことも本研究の対象者の多くがおそらく第１回調査の時点で就
職活動中であったためではないかと考えられる。
　項目ごとの結果（表３）を見ると「仕事の不適応」の「仕事（勉強やアルバイト）で失
敗してしまうこと（2.83）」「仕事（勉強やアルバイト）がまだ終わってないこと（2.72）」
「仕事（勉強やアルバイト）の時間に遅れるかもしれないこと（2.66）」の値が高かった。
また、「未来の目的のなさ」の「出世がうまくいかない（いい仕事につけない）こと
（2.75）」と「自信の欠如」の「自信がないこと（2.62）」も値が高かった。短期大学女子
学生が、これらの内容について心配する程度が高いことがうかがわれる。

２．第１回調査と第２回調査の結果比較
　第１回調査と第２回調査を比較したところ、ほとんどの項目で有意差はみられず、
PSWQとWDQの信頼性の高さが示唆された。有意差がみられたのは、PSWQの２項目
（表４）とWDQの３項目であった。PSWQでもWDQでも、心配の程度がわずかではある
が下がる方向の変化であった。
　この変化は、おそらく、対象者の中に、２回の調査の間において、就職活動で内定を得
た者がいるためではないかと考えられる。第１回調査と第２回調査の間に、対象者は心配
についての授業を１コマ受講しているが、その影響は、対照群を設けていなかったため不
明である。なお、授業の内容は、認知行動療法の視点から、心配へのコーピングについて
紹介するものであった。ドーン（2009）による「だいじょうぶ自分でできる心配の追い
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払い方ワークブック」を参考にして、心配性の要素、生産的な心配性と非生産的な心配性
について説明し、心配への対処法として、セルフ・モニタリング、心配性のコントロール
にコミットするかどうかの判断、心配タイムの設定、心配の外在化、リラクセーション方
法を紹介した。
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